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失語症は、脳卒中、腫瘍、頭部の外傷、脳の感染症など
で、脳の「言語領域」が損傷し、言葉がうまく使えなくなる
状態です。

「話す」「聴く」「書く」「読む」の４つの言語要素全てが苦手
になります。

「言語領域」のどこがどの程度損傷されたかにより、

障害の現れ方や重症度に大きな違いが出ます。

失語症ってなに？
言語領域

大脳（多くの人は左半球）に、

言語機能を受け持つ

言語領域があります。

「話す」「聴く」 「書く」 「読む」

たくさんのお問い合わせをいただき、ありがとうございます。
調整つかずお応えできないこともあり、大変申し訳ございませんでした。
できるだけ多くの方のお役に立ちたいと思っておりますので、
どうぞお気軽にお問い合わせください。
今回は、“失語症、右片麻痺を呈しながらも、職場復帰をされた方”
の例を紹介いたします。

上杉訪問看護ステーション 言語聴覚士 森 陽子
TEL：022-221-5568

失語症は、
「言葉の通じない外国に放
り出された感じ」 と
例えられることがあります。
不安になりますね。

急に簡単な語も話せなくなり、
「バカになった」と思ったり、言
われたりと、誤解されることが
あります。外見から病気の症
状だとわかりません。大変ナ
イーブな障害です。

これは
何ですか？

喚語困難（かんごこんなん）

言うべき言葉が出てこない

え～っと ・・・

みかん

語性錯語（ごせいさくご）

他の単語に言い間違える

とんご

字性錯語（じせいさくご）

音を間違える

るなんがれ

ジャルゴン

まったく意味不明な言葉

物の名前を答えていただく
と、こんな症状が現れるこ
ともあります。

鉛筆を
とってください

エンピツ って
何ですか？

はい、どうぞ

言葉がわからなかったり、

聞き間違えることもあります。

ＳＴ
通信



失語症・右片麻痺で、職場復帰した例

公共交通機関で通勤する練習

スーツに着替える・スーツで過ごす練習

職場の方を交えて話し合い （一部分を簡単に紹介します）

基本的な練習から、
実用レベルの言語練習へ・・・

PT・OT・STで協力し、職場復帰に必要なリハビリを分担・共有しながら進めていきます。

復帰に際しては、職場の方とお話しする機会をいただき、情報交換を行います。

復帰する側も、受け入れる職場も、できる限り不安の無いようにサポートします。

復帰後も、職場で困ったこと等ないか確認しながらフォローしています。

現在、短時間勤務で、少しずつ時間を延長、仕事内容も少しずつ変化しています。

長い道のりを歩く。

坂道・階段・横断歩道。 道に迷わずに。

バス・地下鉄に乗る。

乗るバスを見極める、降りる駅を間違えない

定期券のタッチも左手

緊急事態の時に、家族に電話できる。 ・・・

ニュースを聞いて

質問に答える、要旨をまとめて話す、

与えられたテーマについて

ご自分の考えをまとめて話す

スーツを脱ぎ着できる。

ベルト・ネクタイは、片手でもできる物を使用。

スーツを着てトイレを使用できる。 ・・・

パソコン入力

ＳＴとメールで宿題のやり取り

電話で話す

セラピストに実際に電話をかける

ST： 複雑なことを聞いて理解するのはまだ苦手

です。短めに、端的に話してください。

言葉が出にくいことがあるので、少し待っ

てあげてください。

Q 職場： 言葉の状態はどうですか？

Q ＳＴ： 仕事の内容はどんなものになりますか？

職場： 様子を見ながら考えます。

パソコンで入力できるといいのですが。

ST： では、パソコンの練習を継続します。

PT： 通勤ルートは問題ありません。

慣れるまで奥様が付き添われます。

会社内でも杖歩行で問題ありません。

Q 職場： 通えますか？

Q 職場： 復帰はもう少し先がいいのでは？

ST： 本人も早い復帰を望んでいます。

リハビリとしても、それがいいと思います。

職場： 主治医の先生の意見を聞き、

職場の医師と面談したうえで調整

しましょう。

奥様に協力いただき、
付き添い練習をしていただきました


